
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

新
規
就
農
希
望
者
に
対
し
、
体

系
的
実
践
的
な
栽
培
技
術
、
農

業
経
営
を
教
育
す
る
施
設
で
、

卒
業
後
に
は
都
内
で
の
独
立
就

農
を
目
指
す
。

東
京
都
と
財
団
が
昨
年
か
ら

開
設
の
準
備
を
進
め
て
い
た
も

の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
今
回
や
っ
と
開
講
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

理
事
長
か
ら
「
東
京
農
業
を

取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

大
消
費
地
東
京
の
お
ひ
ざ
元
で

あ
り
、
元
気
な
都
市
型
農
業
を

展
開
す
る
先
輩
農
家
も
健
在
な

こ
と
な
ど
、
東
京
な
ら
で
は
の

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
も
あ
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
で
も
、
地
産
地
消
の
大

切
さ
、
食
の
安
全
・
安
心
が
改

め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。

八
王
子
の
農
場
は
殆
ど
何
も

な
い
状
況
、
ま
さ
に
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
精
神
で
取
り
組
め
る
場
所
で

あ
り
、
二
年
後
の
皆
様
の
活
躍

を
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

第
一
期
生
五
名
が
就
農
に
向
け

道
を
力
強
く
進
み
始
め
た
。

こ
の
日
に
抱
い
た
想
い
を
胸
に

２
年
間
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。

第
一
期
生
は
、
二
０
代
か
ら

五
０
代
の
男
女
五
人
、
開
講
式

で
、
研
修
生
か
ら
一
言
ず
つ
語

ら
れ
た
熱
い
思
い
を
紹
介
す
る
。

赤
塚
功
太
郎
（
八
王
子
市
）

「
研
修
の
た
め
練
馬
か
ら
八
王

子
に
越
し
て
来
た
。
会
社
勤
め

は
な
く
、
農
業
も
ほ
と
ん
ど
素

人
だ
が
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
か

り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

飯
田
秀
（
西
東
京
市
）
「
農

業
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ

が
、
二
年
後
の
自
分
の
姿
を
想

像
す
る
と
わ
く
わ
く
す
る
。
前

進
あ
る
の
み
で
、
ま
だ
ま
だ
成

長
し
続
け
た
い
」

岡
西
甲
樹
（
品
川
区
）
「
生

産
技
術
の
ほ
か
東
京
の
農
業
経

営
に
つ
い
て
精
一
杯
学
び
、
消

費
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
口
に

で
き
る
農
産
物
を
安
定
供
給
し

た
い
。
一
歩
一
歩
着
実
に
精
進

し
て
い
き
た
い
」

鈴
木
茜
（
三
鷹
市
）
「
農
業

高
校
を
卒
業
し
て
青
果
物
流
通

や
農
家
で
も
働
い
て
き
た
。
自

分
が
独
立
す
る
う
え
で
、
も
う

一
度
基
礎
か
ら
学
び
た
い
。
東

京
の
農
業
は
厳
し
い
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
今
ま
で
の
価
値
観
を
覆
す

斬
新
な
発
想
で
取
り
組
み
た
い
」

武
本
信
雄
（
昭
島
市
）
「
し
っ

か
り
と
農
業
技
術
を
身
に
付
け

て
、
東
京
に
農
地
を
見
つ
け
て

地
域
に
貢
献
で
き
る
百
姓
を
目

指
し
た
い
」
等
々
と
の
思
い
。

農
外
か
ら
の
新
規
就
農
は
、

農
地
の
確
保
や
農
業
資
機
材
等

の
準
備
、
栽
培
技
術
か
ら
生
産

流
通
ま
で
幅
広
い
知
識
・
技
能
、

資
金
等
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ

か
ら
多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
う

し
た
意
気
込
み
あ
る
研
修
生
達

を
、
財
団
各
部
署
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

六
月
は
真
夏
日
や
梅
雨
入
り

で
雨
の
日
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

農
場
で
は
キ
ャ
ン
プ
用
簡
易
テ

ン
ト
で
ど
う
に
か
凌
い
で
き
た

が
、
高
台
に
あ
る
た
め
風
が
吹

く
た
び
に
フ
レ
ー
ム
が
曲
が
り
、

一
か
月
程
度
で
限
界
の
よ
う
だ
。

第
二
弾
と
し
て
、
農
場
内
に
簡

易
な
日
除
け
・
雨
よ
け
ハ
ウ
ス

を
作
ろ
う
と
、
既
に
部
材
を
発

注
し
て
い
る
が
、
や
は
り
な
か

な
か
納
品
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
本
拠
地
と
な
る
研
修

棟
は
、
周
辺
地
形
と
の
関
係
か

ら
、
八
王
子
市
と
の
協
議
が
整
っ

て
お
ら
ず
未
だ
活
用
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
研
修
生
等
へ
の

士
気
低
下
が
心
配
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
東
京
都
へ
課
題
解
決
に

向
け
て
市
と
の
協
議
を
急
ぐ
よ

う
要
請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

【
６
月
の
農
場
ス
ナ
ッ
プ
】

農
場
で
は
、
雑
草
が
想
像
以

上
に
多
く
、
除
草
は
日
課
、
こ

の
ほ
か
果
菜
類
の
支
柱
立
て
、

整
枝
・
せ
ん
定
、
誘
引
、
追
肥
、

農
薬
散
布
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
展

張
な
ど
に
努
め
、
キ
ュ
ウ
リ
の

収
穫
が
始
ま
る
（
写
真
）
。

【
今
後
の
予
定
】

七
月
は
、
い
よ
い
よ
ト
マ
ト

や
ナ
ス
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
収
穫
が
始

ま
る
。
育
て
た
農
作
物
を
い
か

に
販
売
し
て
い
く
の
か
、
直
売

所
や
市
場
等
も
視
察
し
な
が
ら

調
整
作
業
や
出
荷
方
法
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
く
予
定
。

一
方
で
は
、
秋
作
に
向
け
た

畑
づ
く
り
や
種
苗
の
準
備
も
行
っ

て
い
る
。

第００１号 東京農業アカデミー八王子研修農場ニュース ２０２０年６月３０日

（公財）農林水産振興財団

八王子研修農場

（発行責任者）

農場長 小寺孝治
（無料）

研
修
農
場
新
聞

（公財）東京都農林水産振興財団講堂で6月9日開講式！

東京農業アカデミー八王子研修農場が正式オープン
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
東

京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子
研
修
農
場
が
、
六
月
か
ら
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

（4月）

・1日に新メンバー初の顔合わせ、立川庁舎小会議室に仮事務所設置
・2日からは現地確認、圃場の整備開始、夏作物を栽培するために
必要な農業資材等の購入等を順次手配、9日には資材置きハウスを設置

・当初4月23日に開講式を準備していたがコロナ禍により延期
・23日には研修生にテキスト類を発送し、課題レポートを配信
・職員は夏作の実技研修に向けた畑づくり（除草、たい肥施用、耕耘等）
（5月）
・実技研修ができないため、研修生にはSNSで農場の状況を配信

・8日には、トマト、ナス、キュウリを圃場に初の定植

・22日と28日にエダマメ、スイートコーンの播種、トンネル被覆

・第2圃場区画整備、土づくり（ソルゴー播種等）

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
期
待

研
修
生
の
熱
き
想
い

施
設
等
の
課
題
対
応

緊急事態宣言期間 4月、5月の主な出来事・作業


